
平成２３年３月８日（火）　沖縄総合事務局　４階　事業審査室　

委員長 　浦辺　信一　　（開発建設部長）

委　員 　津嘉山　正光　　（琉球大学名誉教授）

委　員 　有住　康則　　（琉球大学工学部教授）

委　員 　磯野　良樹　　（管理課長）

委　員 　嶋倉　康夫　　（石垣港湾事務所長）
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高度技術提案型 0 　件 全対象工事1件（抽出審議1件）

別紙のとおり 別紙のとおり

委員による審議結果の内
容

意　見　・　質　問　

上記について、発注方式、評価基準、評価結果等の説明を行い、原案通り
了承された。
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回　　　　　　　答

委員からの意見・質問、
それに対する回答等

沖縄総合事務局 開発建設部 総合評価審査委員会

議事概要

開催日及び場所

委　　員



（別　紙）

○審査対象案件

１．一般競争入札　総合評価落札方式【簡易型】

１）

２）

３）

２．一般競争入札　総合評価落札方式【標準Ⅱ型】

１）

２）

３）

○ ４）

５）

○抽出審議

１）

○ ・ 港湾工事の特殊条件（海象条件等）や他事例を総合的に判断して、
適切な工事規模を設定している。

○ ・ 当該工事の競争参加資格要件を有する者は２０者以上と想定してい
たが、実際の参加者数は１５者であった。その内、競争参加資格が認
められた者は１３者となり、一定の競争性は確保していると思われる。

回　　　　　　　　　答意見・質問

参加資格要件の施工実績において、施工数量７割の根拠はあ
るのか。

平良港(本港地区)防波堤(下崎北)(改良)消波ブロック工事（第５次）

平良港(本港地区)防波堤(下崎北)(改良)消波ブロック工事（第６次）

平良港(本港地区)防波堤(下崎北)(改良)消波ブロック工事（第７次）

那覇港（泊ふ頭地区）道路上部工（Ｐ１２～Ｐ２０）工事

石垣港（新港地区）水中土砂処分場築造工事（第３次）

競争性確保の観点から、港湾工事の特殊性を考慮した場合、
参加者数が制限されると思う。

那覇港（浦添ふ頭地区）防波堤（浦添第一）仮設堤築造工事

那覇港（浦添ふ頭地区）臨港道路（浦添線）西洲側橋梁仮設構台工事（第２次）

石垣港（新港地区）水中土砂処分場築造工事（第３次）

石垣港（新港地区）防波堤（外）ケーソン工事


